
太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
・
公
布
に
先

立
つ
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
４
月
、
市

制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
４
月
か

ら
各
地
域
で
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
、
行
政
に
か
か
る
過
度
の
負
担
を
軽
減

し
、
か
つ
町
村
有
財
産
の
運
用
で
の
財
政

維
持
を
理
想
と
す
る
「
不
要
公
課
町
村
」

を
目
指
し
た
町
村
合
併
が
行
わ
れ
、
全
国

で
新
し
い
行
政
区
画
が
編
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
太
宰
府
地
域
で
も
合
併
が
行
わ
れ
、
太

宰
府
村
と
水
城
村
が
成
立
し
ま
す
。
こ
の

時
に
起
こ
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の

村
々
の
連
合
を
引
き
継
ぐ
形
で
明
治
10
年

代
に
置
か
れ
た
行
政
単
位
「
分
画
」
の
解

体
と
再
編
で
し
た
。
太
宰
府
分
画
は
そ
の

ま
ま
太
宰
府
村
に
な
り
ま
す
が
、
坂
本
分

画
と
共
に
水
城
村
を
形
成
す
る
こ
と
に
な

る
向
佐
野
分
画
は
二
分
さ
れ
て
、
一
部

（
下
大
利
・
上
大
利
・
牛
頸
）
は
筒
井
分

画
と
一
緒
に
大
野
村
（
現
在
の
大
野
城

市
）
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
合
併
案
は
県
が
作
成
し
、
郡

長
を
通
し
て
分
画
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
戸
長

に
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
画
や
村
々
が
異

議
を
申
し
立
て
ま
し
た
。
特
に
向
佐
野
分

画
は
単
独
で
一
村
と
な
る
こ
と
を
主
張
、

い
っ
ぽ
う
筒
井
分
画
は
土
木
費
の
負
担
問

題
を
理
由
に
こ
れ
に
反
対
し
、
県
知
事
に

上
申
や
請
願
を
行
っ
て
い
ま
す
（
『
大
野

城
市
史
　
下
巻
』
『
太
宰
府
市
史
　
通
史

編
Ⅲ
』
）
。

　
最
終
的
に
は
筒
井
分
画
の
言
い
分
が
認

め
ら
れ
、
向
佐
野
分
画
の
意
見
は
退
け
ら

れ
ま
す
が
、
向
佐
野
分
画
の
請
願
書
を
見

る
と
、
生
活
文
化
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に

よ
る
合
併
の
拒
絶
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
「
乙
金
・
白
木
原
は
除
く
が
、

筒
井
分
画
に
は
郡
役
所
（
雑
餉
隈
）
や
県

道
の
要
地
が
あ
り
風
俗
が
派
手
で
あ
る
。

絹
の
着
物
を
着
て
、
近
隣
に
行
く
に
も
車

馬
を
使
い
、
農
作
業
に
は
下
駄
を
は
き
、

雨
に
は
毛
布
を
纏
っ
て
コ
ウ
モ
リ
傘
を
使

う
。
坂
本
分
画
も
し
か
り
。
い
っ
ぽ
う

我
々
は
、
終
日
農
作
業
に
勤
し
み
、
雨
の

日
に
は
蓑
笠
・
草
鞋
草
履
を
着
け
る

（
『
太
宰
府
市
史
　
近
現
代
資
料
編
』
）
」
。

　
交
通
の
要
衝
で
あ
る
繁
華
な
地
域
と
は

相
容
れ
な
い
、
と
す
る
農
村
地
域
同
士
の

シ
ン
パ
シ
ー
も
大
い
に
影
響
し
、
合
併
は

紛
糾
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

明
治
の
大
合
併
と

　揺
れ
る
太
宰
府
地
域
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令和6年
３月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または
市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年5月の人は、3月15日までに応募してください。

ページID：2633
経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）

応募方法

にこにこ通信
親子でスキンシップを楽しもう！

　親子でコミュニケーションをとりながら、楽しむ「ふれあい遊び」。親子のスキンシップの時間が自
然と増えていきます。スキンシップを通して、子どもは安心感を持つので、親子の愛着関係を育んで絆
を深めることができます。ふれあうことで、子どもは身体を動かす楽しさも知ることができます。親に
とっても、ストレス解消効果があります。
　ふれあい遊びのＣＤや動画がありますが、正確にそのとおりにしなければいけないわけではありませ
ん。親子で楽しむことが大前提です。子どもの反応を見ながら、楽しみましょう。

子育て支援センターでも、広場や出前保育などでふれあ
い遊びをしています。一緒に楽しみましょう。

子育て支援センター
うめっこテラス保育士

久家 樹ちゃん

く　 が いつき

22日

近藤 十叶ちゃん

こん どう と　 と

30日

井 結穂ちゃん

い ゆ　 ほ

17日

いし もと

石本 菜のかちゃん

26日

な なる　み

鳴海 絃花ちゃん

12日

いと  か

伊藝 礼ちゃん

い  げい れい

27日

八木 優美花ちゃん

や   ぎ ゆ 　み 　か

18日

荒木 瀬央ちゃん

あら　き せ　 お

３日

吉永 寿々ちゃん

よし なが す　 ず

29日

三笠 優奈ちゃん

み  かさ ゆん  な

15日

宮崎 和果ちゃん

みや ざき わ　 か

８日

たか　き

髙木 二葉ちゃん

１日

ふた　ば さ　 さ 　き 

佐々木 紘弥ちゃん

５日

こう  や

あなたの子育てを応援します

ふれあい遊びの一例を紹介します。

・いないいないばあ
・いっぽん橋こちょこちょ
・きゅうりができた
・バスにのって　　　　　　など



太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り

〜

　
今
回
も
、
昨
年
の
11
月
号
に
続
き
、
古

代
山
城
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

従
来
、
古
代
山
城
の
分
類
に
は
朝
鮮
式
山

城
と
神
籠
石
系
山
城
と
が
あ
り
、
近
年
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
古
代
山
城
と
呼
ぶ
こ
と

が
一
般
化
し
て
き
た
こ
と
は
前
回
ふ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮
式
、
神
籠
石
系

の
分
類
が
必
ず
し
も
有
効
な
方
法
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
朝
鮮
式
・
神
籠
石
系
に
代
わ

る
分
類
の
仕
方
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
嶮
山
城
類
・
緩
山
城
類
と
い
う

分
け
方
で
す
。
こ
れ
は
選
地
（
ど
ん
な
場

所
を
山
城
の
立
地
と
し
て
選
ん
で
い
る

か
）
に
よ
る
分
類
と
い
え
ま
す
。
「
嶮
」

は
嶮
し
い
、
「
緩
」
は
緩
や
か
の
意
味
で

す
か
ら
、
単
純
に
は
嶮
山
城
類
は
高
い
所

に
築
か
れ
た
山
城
、
緩
山
城
類
は
低
い
場

所
に
築
か
れ
た
山
城
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
選
地
に
よ
る
分
類
を
念
頭
に
お
い
て
、

北
部
九
州
に
展
開
す
る
神
籠
石
系
山
城
と

さ
れ
て
い
る
も
の
を
踏
査
し
て
み
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
た

と
え
ば
史
跡
お
つ
ぼ
山
神
籠
石
（
お
つ
ぼ

山
城
・
佐
賀
県
武
雄
市
）
、
史
跡
鹿
毛
馬

神
籠
石
（
鹿
毛
馬
城
・
飯
塚
市
）
な
ど
で

は
、
立
派
な
水
門
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
門
は
城
内
の
雨
水
な
ど
を
外
に
排

出
す
る
た
め
で
す
か
ら
、
山
城
の
な
か
で

も
最
も
低
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
先
の
二

つ
の
山
城
で
は
、
水
門
は
ほ
ぼ
周
囲
の
平

地
と
同
じ
高
さ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
（
周

囲
と
の
比
高
差
０
ｍ
）
、
典
型
的
な
緩
山

城
と
い
え
ま
す
。
北
部
九
州
の
山
城
に
は

こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
の
で
す
が
、
一
方

で
史
跡
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
（
御
所
ヶ
谷

城
・
行
橋
市
）
は
嶮
山
城
類
に
入
り
、
城

内
で
は
規
模
の
大
き
な
中
門
跡
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
籠
石
系
山
城
と
い
え
ど

も
そ
の
あ
り
か
た
は
決
し
て
一
様
で
は
な

い
の
で
す
。

　
ま
た
古
代
山
城
を
守
固
城
型
、
前
線
基

地
型
に
分
類
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
先
の
嶮
山
城
・
緩
山
城
に
対
応
し

て
お
り
、
そ
の
築
城
目
的
が
異
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
考
え
方
の
一
つ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
、

前
回
述
べ
た
、
い
つ
築
城
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
主
体
は
だ
れ
か
の
問
題
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
築
城
目
的
に
も
注
目
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦

古
代
山
城
と
大
宰
府
⑶
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令和6年
４月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年6月の人は、4月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

にこにこ通信 子育て支援センター
うめっこテラス保育士

あなたの子育てを応援します

子育て支援センターをご存じですか？
　親子で遊び、子育て中の仲間と交流ができる場や子育て相談先として、市内には４つの地域子育て
支援センターが設けられています。

　それぞれ利用できるサービスや予約方法が異なりますので、詳しくは各所に尋ねてください。
　皆さんがお子さんの成長を楽しみながら子育てができますよう応援しています。気軽に問い合わせや
遊びに来てください。お待ちしています。

芋生 茉優ちゃん

いも  お ま　 ゆ

26日

牛島 宗汰ちゃん

うし じま そう　た

18日

野口 将生ちゃん

の　ぐち しょうい

３日

松尾 春親ちゃん

まつ　お はる ちか

26日

ちくし・子育て支援センター
（筑紫保育園内）

大字吉松44-３
☎（923）7350

たんぽぽクラブ
（保育所太宰府園内）

白川２-５
☎（922）4611

いと・カフェ
（水城青稜保育園内）

向佐野３-８-２
☎（408）8492

太宰府市子育て支援センター
（うめっこテラス）

五条３-７-１
☎（919）6001

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）、子
育ての手助けをしたい人（おたすけ会員）、両方を兼ね
る人（どっちも会員）がお互いを地域の中で助け合う組
織です。今回はおねがい会員のみの登録講習会です。

●日　時 ４月27日㈰　午前10時～正午　　
●場　所　いきいき情報センター２階　　
●料　金　無料　
●定　員 15人・託児あり（就学前・要申込）

●持ってくるもの
　筆記用具・証明写真１枚 （カラー・縦4.5×横3.5㎝）・
　本人確認書類（運転免許証、保険証など）
●申込方法 電話・ファクス・申込フォーム
●申込期限 ４月18日㈮
●申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ
第１回会員登録講習会 1626ページID

1211
ページID

ファミリー・サポート・センターだざいふ
　　  子育て支援センター（うめっこテラス）内
　☎（９１８）００３４　　（９１８）００７７
≪住所≫五条３-７-１
　≪開設時間≫平日 午前９時～午後５時

FAX

25 広報だざいふ 2025.4 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



花材：
グラジオラス、アジサイ、紅葉

太宰府市華道連盟

季節の生け花

中
山
陵
の
桜
を
毎
日
見
に
行
っ
た

日
通
ト
ラ
ッ
ク
で
母
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

ゆ
っ
た
り
と

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
流
る
る
酒
蔵
に

今
年
の
酒
は
ま
も
な
く
目
ざ
む

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

夕
餉
ど
き
隣
の
家
に
明
か
り
見
ゆ

互
い
に
独
り
居
声
を
か
け
あ
う

　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
　
ミ
ヤ
子

雪
薄
く

残
れ
る
今
朝
も
や
が
て
来
む

目
白
ら
の
為
食
べ
残
す
パ
ン

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
崎
　
フ
ミ

拾
ひ
き
し
子
も
泣
い
て
ゐ
る
仔
猫
か
な

　
　
　
　
　 

星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

連
れ
て
来
し
子
猫
は
元
気
今
二
匹

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
和
加
子

春
蘭
や
深
き
山
路
に
密
と
あ
り

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
中
村
美
紀
子

耕
や
雲
の
動
き
に
追
ひ
越
さ
れ

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

空
缶
の
音
の
転
が
る
東
風
の
坂

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

耕
人
に
父
の
面
影
重
ね
見
し

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

佇
め
ば
遠
き
世
の
東
風
吹
き
渡
る

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
古
賀
　
紀
子

雲
雀
東
風
カ
ル
デ
ラ
に
馬
放
た
れ
て

　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
　
り
え
子

鳥
の
声
連
れ
て
神
域
木
の
芽
風

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

史
蹟
野
の
森
を
旅
す
る
木
の
芽
風

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
呼
吸
水
温
む

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

呉
服
屋
の
看
板
お
ろ
す
日
の
余
寒

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

冬
の
日
よ
母
の
持
ち
物
吾
の
部
屋
へ

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
髙
田
　
幸
子

名
残
雪
云
ふ
だ
け
言
ひ
て
帰
り
け
り

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

咲
き
初
め
し
梅
一
輪
の
佳
き
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
久
美
子

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
浮
か
ぶ
の
ど
自
慢

　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
坂
本
　
や
よ
子

辞
令
一
枚
受
け
て
旅
立
つ
荷
を
造
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

遺
影
に
と
撮
っ
た
笑
顔
は
父
に
似
て

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
　
真
知
子

答
弁
は
霞
ヶ
関
の
カ
タ
カ
ナ
語

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
大
島
　
利
夫

人
生
百
年
終
着
駅
が
ま
だ
見
え
ぬ

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

月
蒼
く
光
の
帯
の
春
の
川

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

木
の
芽
吹
く
生
き
て
る
証
未
来
あ
り

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

蒼
天
を
写
し
き
ら
め
く
春
の
川

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

蒼
天
の
キ
ャ
ン
バ
ス
欲
し
き
初
桜

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

竹
林
の
さ
ざ
め
き
春
を
讃
ふ
風

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

今
日
も
い
い
子

昨
日
も
い
い
子
か
し
こ
い
子

育
児
日
誌
の
吾
子
は
神
童

　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
　
八
重
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

韓国の選挙は水曜日
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　韓国のすべての選挙の投票日が水曜日なのをご存じですか？大統
領選挙は任期満了70日以内の最後の水曜日、国会議員選挙は任期満
了50日以内の最後の水曜日、地方議会議員と地方自治体長選挙は任
期満了30日以内の最後の水曜日と規定されています。投票が行われ
る水曜日は法定休日に指定され、投票に集中できる時間の余裕をつ
くって参加率を高める工夫がされています。
　過去には投票日が日曜日の時代もありましたが、キリスト教の割
合が高い韓国では教会の礼拝と重なるため、投票参加率に影響を及
ぼしました。そこで、選挙日は木曜日に変更され、さらに2004年
からは水曜日に変更されて現在まで続いています。
　水曜日に決まった理由は、週末に近い曜日にすると休暇を取って
旅行に出かける人も出てきて投票に参加しない可能性があることを
懸念したためです。そこで、週末と最も遠い水曜日を採用すること
になりました。
　ちなみに2024年度の第22代国会議員選挙は2024年４月10日㈬
に投票が行われ、投票率は67%だったそうです。

小原流玉川　直子
たま がわ まさ　こ

※社会情勢により選挙日は変動することがあります。

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和７年３月 貸出開始資料から

●その他の本　発言禁止(森永卓郎／著)　紙バンドで作るちっちゃな動物バスケットと四季のお飾り
(荒関まゆみ／著)　毎日読みます(ファン ボルム／著)　これなら帰ってから作れそう！218(オレンジ
ページ料理班／選)　動物医の不思議な世界アニマルQ（野村潤一郎／著)　

●随筆・詩などの文学　湯気を食べる(くどうれいん／著)　おいしそうな文学。(群像編集部／
編)　素敵な祖母たち(アリス・テイラー／著)　戦争とミステリー作家(西村京太郎／著)

●小説　世界99 上・下(村田沙耶香／著)　初瀬屋の客(西條奈加／著)　ミナミの春(遠田潤子／著)　
問題。(早見和真／著)　遊園地ぐるぐるめ(青山美智子、田中達也／著)　人生劇場(桜木紫乃／著)　梟
の咆哮（福田和代／著)　彼女を見守る(ジャン=バティスト・アンドレア／著)　ブリス・モンタージュ(リ
ン・マー／著)　

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

5月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

おはなし会がリニューアルしました
　図書館で開催しているおはなし会を４月から一部リニュー
アルしました！　絵本や手遊びうたなどを楽しみませんか？

第1・3・5土曜
午前10時30分～

2歳～ ①0歳児　②1・2歳児 幼児～

第４土曜
午前10時30分～

第２土曜
①午前11時～　　　 
②午前11時30分～　

ひよこの
おはなし会

えほんとわらべうた
プチ・ぷちぷちのおはなし会

えほんのもりの
おはなし会

開催
日時

対象
年齢

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
中
世
の
太
宰
府
を
語
る
時
に
、
武
藤

(

少
弐)

氏
を
抜
き
に
し
て
は
話
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
武
藤
氏
が

初
め
て
太
宰
府
に
や
っ
て
き
た
頃
の
資
頼

の
代
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
資
頼
は
建
久
６(

１
１
９
５)

年
３
月
以

降
に
太
宰
府
の
地
に
下
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
は
天
野
遠
景
が
鎮
西
奉
行
の

職
を
解
任
さ
れ
て
鎌
倉
に
帰
っ
た
の
と
入

れ
替
わ
り
で
し
た
。
そ
し
て
遠
景
の
後
を

受
け
て
、
朝
廷
の
地
方
官
庁
で
あ
る
大
宰

府
を
掌
握
し
、
現
地
役
人
の
筆
頭
で
あ
る

執
行
の
地
位
に
就
い
て
い
ま
す
。
続
い
て

大
宰
帥
・
大
宰
大
弐
に
次
ぐ
大
宰
府
の
官

職
で
あ
る
大
宰
少
弐
に
任
ぜ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
時
期
は
近
年
の
研
究
に
よ
る

と
、
承
元
４(

１
２
１
０)

年
６
月
以
前
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
が
大
宰
府
の
役
職

に
任
じ
て
現
地
組
織
の
長
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
遠
景
の
時
よ
り
直
接
的
に
大
宰

府
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
鎌
倉
幕
府
は
各
国
に
守

護
を
設
置
し
、
九
州
で
も
守
護
が
任
命
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
資
頼
は
筑
前
国(

現
福
岡
県
西
部)

・

豊
前
国(

現
福
岡
県
北
部
〜
大
分
県
北

部)

・
肥
前
国(

現
佐
賀
県
〜
長
崎
県
の
う

ち
壱
岐
・
対
馬
以
外)

３
カ
国
の
守
護
に

任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。(

昨
年
12
月
号
で

は
対
馬
も
含
め
て
い
ま
し
た
が
、
誤
り
で

し
た
。
対
馬
は
子
の
資
能
の
代
に
初
め
て

守
護
在
職
が
確
認
で
き
ま
す
。)

任
命
の

時
期
は
、
建
久
８(

１
１
９
７)

年
４
〜
５

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
政
庁
を
太
宰
府
の
地
に
置

き
、
「
宰
府
守
護
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
資
頼
を
は
じ
め
鎌
倉
時
代
の
武
藤
氏
歴

代
が
、
政
務
に
際
し
て
出
し
た
文
書
を
見

る
と
、
大
宰
府
が
出
し
た
文
書
と
、
宰
府

守
護
所
が
出
し
た
文
書
の
２
通
り
が
並
存

し
て
い
た
点
が
特
徴
的
で
す
。
大
宰
府
が

出
し
た
文
書
は
京
都
の
朝
廷
か
ら
の
命
令

を
実
行
し
て
お
り
、
宰
府
守
護
所
が
出
し

た
文
書
は
鎌
倉
幕
府
か
ら
の
命
令
を
実
行

し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。(

資

頼
の
文
書
に
つ
い
て
は
『
市
制
施
行
30
周

年
　
太
宰
府
人
物
志
』
82
頁
に
詳
し
く
解

説
し
て
い
ま
す
。)

　
こ
の
よ
う
に
武
藤
資
頼
は
、
大
宰
府
の

現
地
責
任
者
と
し
て
の
面
と
、
３
カ
国
の

守
護
と
し
て
の
面
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司

武
藤
資
頼
と
太
宰
府

133

し
ょ
う 

に

け
ん
き
ゅ
う

あ
ま  

の 

と
お
か
げ

ぶ
ぜ
ん
の
く
にひ

ぜ
ん
の
く
に

す
け
よ
し

さ
い 
ふ
　し
ゅ 

ご 

し
ょ

だ
ざ
い
の
そ
ち

じ
ょ
う
げ
ん

し
ゅ

ご

ち
く
ぜ
ん
の
く
に

だ
ざ
い
の
し
ょ
う
に

だ
ざ
い
の
だ
い
に

し
ゅ
ぎ
ょ
う

ち
ん
ぜ
い
ぶ
ぎ
ょ
う

む 

と
う 

す
け 

よ
り

お
お
つ
か

し
ゅ
ん
じ

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1
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みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和7年４月 貸出開始資料から

●その他の本　家庭菜園の自然農薬(ブティック社)　ひとり暮らしの元気が出るごはん(大庭英子／
著)　生物界は騒がしい(D.G.ハスケル／著)　プロレスの味わい(TAJIRI／著)　四王寺山三十三石仏
現況調査報告書　令和編(四王寺山勉強会／編集)

●随筆・詩などの文学　トットのピクチャー・ブック(黒柳徹子／文)　百一歳。終着駅のその先
へ(佐藤愛子／著)　ひたひたまで注いでコトコト煮詰めた話(山本ゆり／著)　マリコにもほどが
ある! (林真理子／著)

●小説　天狼(今野敏／著)　墳墓記(高村薫／著)　亡霊の烏(阿部智里／著)　受け手のいない祈り
(朝比奈秋／著)　絵馬と脅迫状(久坂部羊／著)　熟柿(佐藤正午／著)　曇りなく常に良く(井戸川射子
／著)　バックミラー(羽田圭介／著)　河を渡って木立の中へ(ヘミングウェイ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

1
8
15
22
29

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

6月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

特別整理期間は市民図書館とすくすく号を
お休みします

　すくすく号は7月1日㈫の1コースから巡回を再開します。
本は図書館の「ほんのポスト」に返却ができます。ただし、
CD・DVDほか、返せないものもありますので、注意してくだ
さい。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
梅
雨
の
季
節
で
す
。
旅
行
中
の
雨
は
悩

ま
し
い
も
の
で
す
が
、
雨
が
取
り
持
つ
縁

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
備
後
国
沼
隈
郡
山
南
（
現
在
の
広
島
県

福
山
市
）
の
狂
歌
師
含
笑
舎
抱
臍
（
１
７

５
９
〜
１
８
０
７
年
）
は
、
19
世
紀
初
頭

に
太
宰
府
を
含
む
北
部
九
州
の
各
地
を
訪

れ
、
名
所
旧
跡
や
旅
の
様
子
を
『
狂
歌
西

都
紀
行
』
（
１
８
０
４
年
序
）
に
著
し
ま

し
た
（
『
太
宰
府
市
史
文
芸
資
料
編
』
に

収
録
）
。

　
『西
都
紀
行
』
に
よ
る
と
、
４
月
14
日

に
在
所
を
出
発
し
た
抱
臍
が
太
宰
府
を
訪

れ
た
の
は
５
月
の
こ
と
で
し
た
。
天
満
宮

に
参
拝
す
る
も
、
折
か
ら
の
雨
。
降
り
や

ま
な
い
雨
に
、
急
遽
宰
府
に
宿
を
取
る

人
々
が
い
て
、
そ
の
中
に
「
今
宵
銅
鳥
居

の
前
な
る
宿
屋
で
日
和
申
の
願
に
各
々
一

芸
を
い
だ
し
神
を
慰
む
」
と
各
宿
屋
に
触

れ
回
る
男
が
い
ま
し
た
。
日
和
申
は
、
晴

天
に
な
る
よ
う
神
に
祈
願
す
る
こ
と
。
つ

ま
り
神
に
芸
を
奉
納
し
明
日
の
晴
天
を
願

お
う
と
触
れ
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
は
宴
会
を
開
く
口
実
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
夜
、
抱
臍
が
会
場
の
宿
屋
を

訪
れ
て
み
る
と
、
諸
国
の
旅
人
が
入
り
交

じ
り
、
伊
勢
人
は
松
坂
踊
り
、
難
波
人
は

花
笠
踊
り
の
ご
当
地
踊
り
、
手
妻
（
手

品
）
、
小
唄
、
江
戸
歌
舞
伎
の
瀬
川
菊
之

丞
、
上
方
歌
舞
伎
の
沢
村
国
太
郎
の
物
真

似
な
ど
、
次
々
に
一
芸
を
披
露
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
抱
臍
も
「
何
か
一
つ
」

と
求
め
ら
れ
、
歌
舞
伎
『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
』
の
一
場
面
を
茶
化
し
た
狂
歌
を
詠
ん

で
宴
席
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
『西
都
紀
行
』
の
記
事
か
ら
、
宿
に
集

ま
っ
た
旅
人
た
ち
に
は
、
踊
り
や
唄
、
手

品
、
物
真
似
な
ど
を
共
有
し
、
楽
し
む
文

化
的
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
も
古
典
芸
だ
け
で
な
く
、
江
戸

や
上
方
の
新
し
い
流
行
が
地
方
に
持
ち
出

さ
れ
拡
散
さ
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え

る
の
で
す
。
今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
描

か
れ
る
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
は
江
戸
を

中
心
に
出
版
文
化
が
興
隆
し
、
書
物
の
流

通
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に

お
伊
勢
参
り
を
は
じ
め
と
し
た
庶
民
の
旅

行
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
旅
先
で
の
交
流
が
庶

民
文
化
の
発
展
と
伝
播
に
大
い
に
寄
与
し

た
の
で
は
な
い
か
と
、
抱
臍
が
遭
遇
し
た

宰
府
の
夜
の
出
来
事
が
教
え
て
く
れ
ま

す
。
雨
が
取
り
持
つ
の
は
人
の
縁
だ
け
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

近
世
紀
行
に
み
る
太
宰
府

―

雨
夜
の
出
来
事―
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び
ん
ご
の
く
に
ぬ
ま
く
ま
ぐ
ん
さ
ん
なが

ん
し
ょ
う
し
ゃ
ほ
う
さ
い

い
　せ
び
と

て
づ
ま

な
に
わ
び
と

か
ね
の
と
り
い

ひ
よ
り
も
う
し

な
ぐ
さ
め

き
ょ
う
か
せ
い

と
　き
こ
う

せ
が
わ
き
く
の

さ
わ
む
ら
く
に
た
ろ
う

か
　な
　で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん

ぐ
ら

じ
ょ
う

あ
ま

　よ

お
ぎ
の

ひ
ろ
み

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

期間　6月16日㈪～25日㈬

令和6年
６月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

にこにこ通信
手作りおもちゃの紹介

　手作りおもちゃは親子で楽しみながら作ることができ、身近な素材を活用して子どもの想像力や創造
力を刺激できます。市販品にはないオリジナリティや温かみも魅力です。家庭でも楽しめる手作りおも
ちゃを２つ紹介します。

　手作りおもちゃは壊れやすいですが、自分で修理できてお子さんの成長に合わせて工夫できます。誤
飲に十分注意して遊んでみませんか。うめっこテラス（子育て支援センター）内のぽかぽかサロンにも
たくさんの手作りおもちゃがあります。ぜひ遊びに来てください。

うめっこテラス
(子育て支援センター）保育士

あなたの子育てを応援します

空き容器でガラガラ
乳酸飲料などの空き容器にビーズや鈴を入れて、

音の出るおもちゃを作ります。

リングでコロコロ
セロハンテープの芯をビニールテープやマスキン

グテープで装飾し、転がしたり積み上げたりして遊
びます。ガムテープの芯は太くて、厚紙で穴を閉じ
ると中に鈴やビーズを入れることができます。

河津 夏ちゃん

かわ　づ なつ

10日

山下 朔之介ちゃん

やま した さく  の  すけ

24日

しば  た

柴田 芽空ちゃん

13日

が　 く

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年8月の人は、6月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

25 広報だざいふ 2025.6 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



太宰府市華道連盟

季節の生け花

生
徒
等
に
都
府
楼
跡
の
碑
の
謂
れ

語
る
教
師
の
熱
き
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
青
山
／
磯
村
　
順
一
郎

交
番
に
止
め
ら
れ
て
ゐ
る

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー

屋
根
に
大
き
な
赤
色
ラ
ン
プ
の

　
　
　
　
　
都
府
楼
南
／
猪
俣
　
泰
夫

関
東
は
桜
隠
し
の
雪
降
り
て

束
の
間
夏
日
に
翻
弄
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

何
様
か
新
聞
捨
て
て
立
ち
上
が
る

ア
メ
リ
カ
主
義
と
ユ
ダ
ヤ
選
民

　
　
　
　
　
　
　
御
笠
／
高
塚
　
茂
樹

幸
せ
を
分
け
合
ひ
含
む
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　
星
ヶ
丘
／ 

柴
田
　
慧
美
子

星
の
降
る
ま
で
ど
く
だ
み
の
花
明
り

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
岡
井
　
由
里

毒
舌
の
中
に
住
め
る
や
油
虫

　
　
　
　
　
　
馬
場
／
今
長
谷
　
久
子

朝
掘
り
の
筍
並
べ
無
人
小
屋

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

筍
や
伸
び
る
早
さ
を
競
ひ
を
り

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

筍
の
大
地
を
割
っ
て
出
で
に
け
り

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

す
く
す
く
と
筍
伸
び
て
天
を
突
く

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

筍
に
鍬
入
る
る
息
と
と
の
ふ
る

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

内
緒
話
耳
そ
ば
だ
て
て
ゐ
る
海
芋

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

逸
る
瀬
の
淵
に
山
女
の
影
走
る

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

青
葉
風
涙
し
ず
か
に
乾
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

し
ま
ひ
風
呂
薄
濁
り
し
て
梅
雨
の
底

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

こ
の
道
を
一
つ
曲
が
れ
ば
夏
近
し

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
髙
田
　
幸
子

そ
ら
豆
を
剥
く
一
つ
二
つ
三
つ
か
な

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

帰
る
家
な
く
て
ひ
と
つ
ば
た
ご
香
る

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
　
英
里
子

婦
人
雑
誌
捲
れ
ば
生
き
る
知
恵
袋

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
吉
田
　
敬
子

絞
っ
て
も
限
界
家
計
簿
の
悲
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

頬
寄
せ
る
赤
子
の
寝
息
ミ
ル
ク
の
香

　
　
　
　
大
野
城
市
／
高
巣
　
富
美
子

蝉
時
雨
今
日
も
エ
ア
コ
ン
守
り
神

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
山
本
　
征
児

在
り
し
日
を
桜
の
下
に
想
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
安
枝
　
昭
雄

手
慣
れ
た
る
主
山
女
の
姿
焼
き

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

夕
暮
れ
て
い
よ
い
よ
白
し
カ
ラ
ー
か
な

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

清
流
の
底
に
山
女
の
影
動
く

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

真
夜
の
灯
を
灯
せ
ば
又
も
油
虫

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

一
皿
の
華
や
ぎ
添
へ
る
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

連
れ
立
っ
て
母
と
辿
り
し
遍
路
道

四
国
の
山
辺
も
東
風
吹
く
頃
か

　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
　
ミ
ヤ
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

스터디 카페（スタディカフェ）
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　韓国には「스터디 카페（スタディカフェ）」と呼ばれる、静かに学習で
きるカフェが若者を中心に支持されています。一般的なカフェと異な
り、会話や通話が制限されている「サイレントゾーン」やオンライン会
議ができる「パソコンゾーン」などに分かれています。
　スタディカフェは一人用のブース席が多く、間接照明や仕切りも工夫
されWi-Fiやコンセントを完備するなど、快適な環境が整っています。
一部の店舗ではロッカー・プリンター・無料のドリンクバー・簡単な軽
食まで提供されて、まさに“勉強に特化したカフェ”と言えるでしょう。
　利用金額は地域や施設によって異なりますが、１時間あたり約150
～300円が相場です。お得なパッケージや１日利用、月額プランもあっ
て使い方に合わせて選べます。「家
だとついだらけてしまう」「自習室
は雰囲気が固いからいや」「普通の
カフェは騒がしくて集中できな
い」そんな悩みを持つ人におすす
めです。

花材：
ハラン、ドラセナゴッドセフィアナ、
アンスリウム、パンダ

嵯峨御流原　博子
はら ひろ   こ

スタディカフェの様子

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp
問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ
FAX

陸上自衛隊 第４音楽隊「ふれあいコンサートin太宰府」
日時　８月23日㈯午後２時～４時予定（30分前開場）　
場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール
対象　３歳以上　　応募期限　７月17日㈭(必着)※応募多数は抽選　　　応募方法　往復はがき・申込フォーム ▼

11273ページID

小・中学生対象 『ピアノ連弾のヒミツ♡』　
日時　８月10日㈰午後２時～（45分程度） 
場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール
対象　小・中学生（保護者の見学可）　　定員　30人　　　参加費　無料　　
申込期間　７月１日㈫午前10時から定員になり次第終了 　申込方法　申込フォーム ▼

42248ページID

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
明
治
新
政
府
で
岩
倉
具
視
と
と
も
に
副

総
裁
と
な
る
三
条
実
美
は
、
太
宰
府
と
大

変
縁
深
い
人
物
で
す
。
摂
関
家
に
次
ぐ
家

格
の
出
身
で
あ
る
実
美
は
、
幕
末
の
京
都

で
攘
夷
派
公
卿
の
先
頭
に
立
つ
存
在
と
な

り
ま
す
。
人
望
が
厚
か
っ
た
父
・
三
条
実

万
の
遺
志
を
継
い
で
、
文
久
期
の
京
都
の

政
局
を
強
烈
に
リ
ー
ド
し
ま
す
が
、
ほ
ど

な
く
起
こ
っ
た
文
久
３(

1
8
6
3)

年
８

月
18
日
の
政
変
で
京
都
を
追
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
実
美
は
他
の
公
家
と
と
も
に
太

宰
府
ま
で
落
ち
延
び
、
許
さ
れ
て
京
都
に

戻
る
ま
で
の
３
年
間
を
太
宰
府
で
過
ご
し

て
い
ま
す(

五
卿
落
ち)

。

　
さ
か
の
ぼ
っ
て
安
政
５(

1
8
5
8)

年

６
月
19
日
、
大
老
・
井
伊
直
弼
が
勅
許
を

得
ず
に
日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
、

朝
廷
で
大
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、

前
の
内
大
臣
・
三
条
実
万
が
中
心
と
な
っ

て
、
井
伊
大
老
に
反
感
を
持
つ
水
戸
藩
を

巻
き
込
み
、
天
皇
の
命
に
よ
り
幕
府
に
内

政
改
革
や
海
防
な
ど
を
行
わ
せ
よ
う
と
画

策
し
８
月
に
こ
れ
を
密
勅
と
し
て
下
す
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕

府
は
朝
廷
内
の
憤
懣
や
反
井
伊
勢
力
を
抑

え
込
む
た
め
、
密
勅
を
下
す
の
に
関
わ
っ
た

者
た
ち
の
検
挙
を
開
始
。
三
条
家
で
も
逮

捕
者
が
相
次
ぐ
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い(

安

政
の
大
獄)

、
実
万
は
京
都
を
離
れ
、
隠

れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
万
の
失
脚
後
、
実
美
は
し
ば
し
ば
父

の
元
に
書
状
を
送
り
、
そ
の
境
遇
を
慰
め

て
い
ま
す
。
安
政
６
年
４
月
に
は
実
万
に

落
飾
と
謹
慎
が
命
じ
ら
れ
、
状
況
は
さ
ら

に
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
実
美
は
著
名
な
歴
史
物
語
『
大
鏡
』

の
中
に
、
菅
原
道
真
が
自
身
の
潔
白
を
詠

ん
だ
歌
「
海
な
ら
ず
た
た
え
る
水
の
底
ま

で
も
　
清
き
心
は
月
ぞ
照
ら
さ
む
」
を
見

い
だ
し
、
現
状
と
重
ね
て
父
を
励
ま
し
ま

し
た
（
内
藤
一
成
著
『
三
条
実
美
』)

。

　
そ
の
後
に
実
万
は
病
に
か
か
り
、
９
月

に
は
実
美
自
ら
父
を
見
舞
い
ま
す
が
医
師

の
見
立
て
は
厳
し
く
、
翌
10
月
に
自
宅
に

戻
さ
れ
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
り

ま
す(

『
三
条
実
美
公
年
譜
』)

。
以
後
、

実
美
は
父
の
遺
志
を
継
ぐ
攘
夷
派
と
し

て
、
京
都
で
冒
頭
の
活
躍
を
見
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
自
身
も
父
と
同
じ
く
政

争
に
敗
れ
て
京
都
を
離
れ
、
さ
ら
に
西
へ

下
る
と
い
う
苦
難
の
日
々
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
か
つ
て
父
の
心
中
を
思
い

や
っ
て
書
き
送
っ
た
、
道
真
の
歌
を
自
身

に
も
重
ね
、
実
美
は
身
の
潔
白
を
「
月
よ

照
ら
せ
」
と
ば
か
り
に
祈
り
な
が
ら
太
宰

府
ま
で
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

菅
公
に
重
ね
た
想
い

　
〜
三
条
実
美
、
父
へ
の
手
紙

135

い
わ
く
ら
と
も 
み

ふ
ん
ま
ん

ら
く
し
ょ
く

せ
い

あ
ん

ね
ん  

ぷ

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

お
お
か
が
み

な
い 

と
う 
か
ず 
な
り

た
い
ご
く

じ
ょ
う 

い
　は
　

 

く 

ぎ
ょ
う

く
　げ

ご 

き
ょ
う  

お

い
　い 

な
お
す
け

み
っ 

ち
ょ
く

ち
ょ
っ 

き
ょ

さ
ん 

じ
ょ
う 

さ
ね

つ
む か

ん  

こ
う

さ
ん  

じ
ょ
う  
さ
ね  

と
み

ふ
じ 

た

ま
さ 

こ

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

プラム・カルコア
文化芸術振興事業

【ホワイエＬＩＶＥ】－Ｖｏｌ．11－開催
日時　７月30日㈬午後０時30分～（20分程）　場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階ホワイエ
出演者　Kazoo[和(かず)]　　曲目　沖縄の民謡・ポップス（予定）　

31885ページID

第46回市民文化祭作品出展・ステージ出演者募集
日程　11月２日㈰、３日（月・祝）　
申込方法　申込書を記入して実行委員会事務局(文化学習課)の窓口へ　　申込締切　７月31日㈭午後５時

2775ページID

入場無料

全席指定・要入場券（無料）

夏休み

特別企画
！

出演者　ピアノデュオ デュエットゥ ▼

22広報だざいふ 2025.7 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



太宰府市華道連盟

季節の生け花

何
時
の
日
か

わ
が
身
に
着
け
ん
と
遺
し
置
き
し

母
の
余
所
着
よ
さ
て
如
何
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
藪
　
晶
代

黄
揚
羽
の

見
え
て
ガ
ラ
ス
戸
開
け
た
れ
ば

花
橘
の
香
り
た
だ
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

ト
ラ
ン
プ
で
は
経
済
の
核
戦
争
に

な
る
と
い
う
冷
え
る
四
月
だ

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

朱
塗
り
の
お
椀
に
う
か
ぶ
秋
月
の

川
茸
す
る
り
喉
を
す
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

御
奉
仕
の
禰
宜
の
清
し
き
夏
衣

　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

温
暖
化
明
日
の
暑
さ
い
か
ほ
ど
に
　
　

　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
　
和
加
子

暑
き
中
保
冷
ベ
ス
ト
の
現
場
か
な
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

水
揚
げ
の
浜
の
活
気
や
明
易
し

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

読
み
返
す
を
ん
な
の
一
世
明
易
し

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
古
賀
　
紀
子

胸
広
げ
ラ
ジ
オ
体
操
風
薫
る

　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
　
り
え
子

カ
ル
ス
ト
の
起
伏
は
て
な
し
風
薫
る

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

薫
風
や
い
つ
も
ど
こ
か
に
雲
走
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

茶
室
へ
と
飛
石
づ
た
ひ
著
莪
明
か
り

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

誰
彼
に
似
て
る
羅
漢
や
五
月
闇

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

寺
町
の
破
れ
土
塀
や
七
変
化

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

串
打
ち
て
鮎
好
き
な
客
待
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

梔
子
の
白
の
か
ほ
り
を
纏
ふ
ひ
と

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
　
た
か
子

嵌
め
込
み
の
窓
滲
む
青
小
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

娘
の
還
暦
紅
た
お
や
か
に
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
　
久
美
子

あ
る
が
ま
ま
余
生
楽
し
む
老
い
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

夕
焼
け
に
染
ま
る
我
家
へ
今
日
も
無
事

　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
　
や
よ
子

好
奇
心
少
し
残
し
て
生
き
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
／
杉
　
良
子

ノ
ロ
ノ
ロ
の
亀
追
い
抜
け
ぬ
ア
キ
レ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

お
父
さ
ん
こ
れ
買
っ
て
い
い
お
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
有
田
　
義
典

改
札
を
一
人
抜
け
行
く
五
月
闇

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

一
山
の
全
景
隠
す
五
月
闇

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

著
莪
の
花
雑
木
林
の
ひ
ん
や
り
と

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

並
木
路
の
枝
も
俯
く
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
北
　
嘉
与
子

髪
を
切
る
さ
ら
に
切
り
た
き
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
　
の
り
子

風
な
が
ら
玄
界
灘
の
初
夏
の
香
を

纏
い
て
食
べ
る
イ
カ
刺
し
う
ま
し

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
崎
　
フ
ミ

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

真夏に熱々のスープ？
韓国のサムゲタン

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　韓国には「伏日（복날）」と呼ばれる、日本の「土用の丑の日」に似た日があ
ります。伏日（복날）には「初伏(초복)：夏の暑さが本格的に始まる日」「中伏
(중복)：１年の中で最も暑い日」「末伏(말복)：暑さが徐々に和らぎ始める日」
の３つがあります。毎年７月中旬～８月中旬にかけて訪れるこの時期に、韓国
人は「参鶏湯（삼계탕）：鶏を丸ごと煮込んだ薬膳スープ」を食べる習慣があり
ます。
　サムゲタンは、鶏の腹に高麗人参・ナツメ・ニンニク・もち米などを詰め、長
時間煮込んだ栄養満点の料理で、疲労回復や滋養強壮に効果があるとされ
ています。暑さに負けない体を作るため、あえて熱いスープを食べる「以熱治
熱（이열치열）」つまり“暑さには暑さで対抗する”考え方が根付いています。一
見矛盾しているように思えるかもしれませんが、汗をかいて体温を調整し、体
の内側からバランスを整える発想は、韓国の長い歴史の中で培われた生活の
知恵なのです。
　こうした意味から、サムゲタンを食べながら「初
伏」で体力を補い、「中伏」でさらに強化し、「末伏」
で締めくくるの考え方が韓国に根付いています。会
社の福利厚生として社員に昼食でサムゲタンを提供
する企業もあるほど、現代でも多くの韓国人がこの
伝統を守りながら、夏の暑さを乗り越えています。

ボッナル

ボッナル

チュンボッ マルボッ

チョボッ

花材：カキツバタ、コウホネ

池坊川嵜　純子
かわ さき じゅん　こ

熱々のサムゲタン

サム ゲ タン

イ ヨル チ ヨル

みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
今
回
も
本
年
４
月
号
に
続
き
古
代
山
城

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
『
日
本
書

紀
』
に
は
天
智
天
皇
３(

６
６
４)

年
に
水

城
の
築
造
、
同
４
年
に
長
門
国
の
城(

城

名
不
明)

、
大
野
城
・
椽
城(

基
肄
城)

の

築
城
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
宰

府
を
と
り
ま
く
古
代
山
城
の
中
核
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
同
６
年
に
は
高
安
城(

奈
良
・

大
阪)

、
屋
嶋
城(

香
川)

、
金
田
城(

長

崎
・
対
馬)

の
築
城
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
年
の
築
城
を
関
連
さ
せ
て
、
同
４

年
の
築
城
を
大
宰
府
周
辺
の
第
一
次
防
衛

網
、
同
６
年
の
築
城
を
畿
内
や
対
馬
を
含

め
た
第
二
次
防
衛
網
と
位
置
づ
け
る
見
方

が
あ
り
、
こ
れ
は
「
古
代
山
城
と
大
宰

府
」
の
問
題
を
考
え
る
際
、
単
に
大
宰
府

周
辺
や
北
部
九
州
地
域
に
注
目
す
る
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　
古
代
山
城
に
関
す
る
文
献
史
料
は
き

わ
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
古
代
山
城
の

あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
難

し
く
し
て
い
る
の
で
す
が
、
高
安
城
は

畿
内
に
近
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
侵
攻
軍

を
防
ぐ
い
わ
ば
最
後
の
砦
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
築
城
・
修
理
・
廃
城
の
記

事
、
さ
ら
に
天
皇
の
行
幸
記
事
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
高

安
城
関
連
の
記
録
に
よ
っ
て
古
代
山
城
の

変
遷
モ
デ
ル
を
想
定
し
、
他
の
山
城
に
も

適
用
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
重
要
な
の
は
、
先
述
の
第
一

次
防
衛
網
・
第
二
次
防
衛
網
の
見
方
と
同

じ
よ
う
に
、
高
安
城
の
変
遷
の
あ
り
方
と

大
宰
府
周
辺
に
展
開
し
て
い
る
古
代
山
城

の
動
向
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
視
点

で
古
代
山
城
に
関
す
る
文
献
史
料
を
な
が

め
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
高
安
城
の
最
初

の
修
理
は
文
武
天
皇
２(

６
９
８)
年
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
同
じ
年
に
大
野
城
・
基
肄

城
・
鞠
智
城
の
「
繕
治
」
も
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
解

釈
す
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

　
た
だ
、
文
献
史
料
か
ら
古
代
山
城
を
考

え
よ
う
と
す
る
場
合
、
史
料
の
な
い
多
く

の
古
代
山
城
が
考
察
の
対
象
か
ら
外
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
古
代
山
城
の
あ

り
よ
う
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
に
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
次
回
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦

古
代
山
城
と
大
宰
府
⑷

　〜
文
献
史
料
か
ら
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　古
代
山
城

136

な
が
と
の
く
に

き

き
　い

じ
ょ
う

た
か
や
す
じ
ょ
う

や  

し
ま
じ
ょ
う

か
ね 

だ

き
く 

ち

ぜ
ん 

ち

じ
ょ
う

じ
ょ
う

し
げ
ま
つ

と
し
ひ
こ

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

ぎ
ょ
う
こ
う

あたらしくはいった本 令和７年６月 貸出開始資料から

●その他の本　スマホが「老後の暮らし」をもっと楽しく楽に変えてくれる(恒川年昭／著)　ひんやり
ごはん(蓮池陽子／著)　絵でわかる台風のメカニズム(宮本佳明／著)　山に登るなら知っておきたい
山の気象がわかる本(矢野政人／監修)　米粉はミライ! (石井里津子／著)

●随筆・詩などの文学　だいたいしあわせ(阿川佐和子／著・絵)　今日は昨日のつづき(谷川俊太郎
／著)　なみまのわるい食べもの(千早茜／著)　知性について(内田樹／著)

●小説　本と歩く人(カルステン・ヘン／著)　一撃のお姫さま(島本理生／著)　ポピュリズム(堂場瞬一
／著)　紅色の幻(あさのあつこ／著)　川は流れる(森詠／著)　不等辺五角形(貫井徳郎／著)　携帯遺
産(鈴木結生／著)　対決の記者(本城雅人／著)　漂着物、または見捨てられたものたち(ルーシー・
ウッド／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

3
10
17

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

8月

○印の日は、
お休みです。

阿川佐和子／著
『だいたいしあわせ』

（晶文社）

恒川年昭／著
『スマホが「老後の暮らし」を
もっと楽しく楽に変えてくれる』
（株式会社すばる舎）

カルステン・ヘン／著
『本と歩く人』
（白水社）

24
31

16広報だざいふ 2025.8 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



太宰府市華道連盟

季節の生け花

夕
立
の
あ
が
り
し
庭
に
紋
黄
蝶

愛
を
舞
い
お
り
も
み
じ
の
上
に

　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
　
八
重
子

病
身
の
兄
を
支
へ
し
義
姉
の
皺

額
に
深
き
空
を
見
上
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
五
条
／
山
田
　
乃
ぞ
み

山
法
師
の
枝
奥
の
巣
に
鳩
一
羽

時
の
止
ま
っ
て
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
渡
辺
　
保
子

方
言
の
響
き
合
う
友
と
ホ
ー
ム
に
て

昭
和
を
生
き
し
語
ら
い
尽
き
ず

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
亀
渕
　
咲
子

寝
相
ま
で
兄
弟
げ
ん
か
せ
る
寝
冷

星
ヶ
丘
／
柴
田
　
慧
美
子

添
へ
ら
れ
し
菜
の
瑞
々
し
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

好
物
も
横
目
で
ス
ル
ー
寝
冷
の
子

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

史
蹟
野
や
周
囲
の
山
も
昼
寝
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

門
柱
の
シ
ー
サ
ー
灼
け
を
り
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
　
ふ
じ
子

打
水
や
庭
石
の
色
日
向
の
香

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

打
水
を
合
図
に
寿
司
屋
開
店
す

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

金
槌
の
打
つ
音
止
み
て
三
尺
寝

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

汀
子
句
集
胸
に
ご
ろ
寝
や
夏
の
月

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

滝
音
や
谺
し
響
く
山
の
声

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

川
の
字
の
真
ん
中
は
点
夏
蒲
団

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

芸
術
の
ご
と
き
毛
虫
の
這
う
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
　
久
美
子

意
地
捨
て
て
み
て
も
炎
天
無
く
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

静
け
さ
は
父
母
亡
き
家
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

梅
雨
の
闇
誰
に
も
言
へ
ぬ
夢
に
醒
め

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
　
た
か
子

い
つ
の
日
も
私
は
ワ
タ
シ
染
ま
れ
な
い

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
　
真
知
子

こ
こ
迄
と
決
め
た
目
盛
り
が
守
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
大
塚
　
茂

砂
に
似
て
記
憶
さ
ら
さ
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
河
原
　
明
子

花
金
の
夜
は
ボ
ト
ル
の
愚
痴
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

初
め
て
の
帯
を
結
ば
せ
夏
祭
り

　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
　
や
よ
子

静
も
れ
る
家
並
に
白
き
夏
の
月

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

両
親
の
忌
日
近
づ
く
夏
の
月

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

刻
々
と
し
ぶ
く
瀑
布
を
う
ち
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

い
つ
も
よ
り
甘
え
て
を
り
ぬ
寝
冷
の
児

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

今
ご
ろ
に
な
つ
て
寝
冷
と
知
る
不
覚

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

日
本
国
戦
後
八
十
年
平
和
な
り

テ
レ
ビ
の
向
こ
う
四
ケ
所
で
戦
火

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
玉
本
　
朝
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵
選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

韓国の若者の消費傾向と変化
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

近年、韓国では若者の消費傾向に大きな変化が見られています。その代表
的な流れとして、「YOLO」、「FIRE」、そして「YONO」があります。
　「YOLO（You Only Live Once）」は、2010年代半ばから広がった価値
観で、「今この瞬間を楽しむ」ことを最優先にしたライフスタイルです。将来
のための貯蓄よりも、旅行や趣味、美食などにお金を使う傾向が強まりまし
た。この背景には、厳しい就職競争や住宅価格の高騰といった社会的要因が
あり、「どうせ将来は不確実なら、今を楽しもう」とする考えが広がったから
です。
　その後、「FIRE（Financial Independence, Retire Early）」という考え
方が注目を集めました。これは新型コロナウイルスや厳しい社会状況から影
響を受けたもので、早期引退を目指し節約と投資に力を入れるライフスタイ
ルです。
　そして、最近登場したのが「YONO（You Only Need One）」です。これ
は「人生に本当に必要なものは一つでいい」というミニマリズムに基づいた
考え方で、物質的な豊かさよりも精神的な充足を求めるライフスタイルで
す。
このように、韓国の消費傾向は「今を楽しむ」から「将来への備え」、そして

「本当に大切なものへの集中」へと移り変わってきました。社会の変化に敏
感な韓国の若者たちの選択、皆さんはどう思いますか？

ヨルロ ファイア ヨノ

花材：夏はぜ、オクラレウカ、
トルコききょう

池坊米倉　早苗
よね くら さ　なえ

みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
鎌
倉
幕
府
が
九
州
に
設
置
し
た
守
護

は
、
通
常
の
守
護
と
は
違
い
裁
判
を
行
う

こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
裁
判
と

言
っ
て
も
最
終
判
決
で
は
な
く
、
現
代
の

地
方
裁
判
所
の
よ
う
な
役
割
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
筑
前
・
豊
前
・
肥
前
３
か
国

の
守
護
だ
っ
た
武
藤
資
頼
も
、
そ
の
政
庁

の
宰
府
守
護
所
に
お
い
て
裁
判
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
肥
前
国
の
武

雄
社
（
現
佐
賀
県
武
雄
市
）
に
お
け
る
争

い
を
裁
い
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
武
雄
社
は
府
社
と
呼
ば
れ
る
大
宰
府
直

轄
の
神
社
で
、
そ
の
神
官
の
長
で
あ
る
本

司
職
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
始
ま
り
は
平
安
時
代
末
期

の
12
世
紀
中
頃
、
本
司
職
を
相
続
し
た
藤

原
貞
門
と
、
そ
の
弟
貞
永
ら
が
争
い
、
大

宰
府
が
裁
定
し
て
貞
門
が
勝
訴
し
ま
し

た
。
以
後
、
本
司
職
は
貞
門
か
ら
子
の
守

門
、
孫
の
家
門
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た

が
、
出
家
し
て
蓮
妙
と
名
乗
っ
た
貞
永
と

の
対
立
は
解
決
せ
ず
、
鎌
倉
時
代
の
13
世

紀
初
頭
に
再
燃
し
ま
す
。

　
元
久
元
（
１
２
０
４
）
年
、
家
門
は
幕

府
に
訴
え
、
幕
府
の
指
示
で
宰
府
守
護
所

に
て
裁
判
が
行
わ
れ
ま
す
。
被
告
の
蓮
妙

は
取
り
調
べ
を
拒
み
、
法
廷
に
も
出
頭
せ

ず
、
９
月
に
は
家
門
を
本
司
職
と
す
る
判

決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
蓮
妙
は
大

宰
府
に
訴
え
、
11
月
に
蓮
妙
の
勝
訴
と
い

う
正
反
対
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。
大
宰

府
の
判
決
を
出
し
た
の
は
、
武
藤
資
頼
ら

現
地
の
役
人
で
は
な
く
、
京
都
に
い
る
上

司
の
大
宰
大
弐
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
両

所
の
判
決
が
食
い
違
っ
て
し
ま
い
、
決
着

が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
建
永
元
（
１
２
０
６
）
年
、
蓮
妙
は
先

の
宰
府
守
護
所
の
判
決
に
抵
抗
し
、
屋
敷

に
兵
を
入
れ
て
守
り
を
固
め
、
７
月
頃
に

は
幕
府
に
訴
え
て
自
分
を
本
司
職
と
す
る

判
決
を
得
て
い
ま
す
。
対
す
る
宰
府
守
護

所
も
幕
府
に
訴
え
、
９
月
に
家
門
を
本
司

職
と
す
る
判
決
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
判
決
を
幕
府
が
一
度
逆
転
さ
せ
、
さ

ら
に
元
に
戻
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
争

い
は
続
き
、
双
方
と
も
代
替
わ
り
し
て
家

門
の
子
能
門
と
蓮
妙
の
孫
実
直
の
裁
判
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
る
武
雄
社
の

裁
判
の
中
で
、
資
頼
の
宰
府
守
護
所
は
第

一
審
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
判
決

は
後
に
大
宰
府
や
幕
府
に
よ
り
二
転
三
転

し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司

武
藤
資
頼
の
裁
判

137

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

ち
く
ぜ
ん

さ
い
ふ
し
ゅ
ご
し
ょ

お
し
ゃ

た
け

ふ
し
ゃ

じ
し
き

わ
ら
の
さ
だ
か
ど

さ
だ
な
が

か
ど

げ
ん
き
ゅ
う

い
え
か
どれ

ん
み
ょ
う

も
り

ふ
じ

ほ
ん

ぶ
ぜ
ん

ひ
ぜ
ん

だ
ざ
い
の
だ
い
に

け
ん
え
い

よ
し
か
ど

さ
ね
な
お

お
お
つ
か

し
ゅ
ん

じ

あたらしくはいった本 令和７年７月 貸出開始資料から

●その他の本　卵、乳製品、白砂糖を使わないバナナのお菓子(今井ようこ／著)　昭和が愛した言葉
たち(栗山圭介／著)　現代バテ(谷口英喜／著) コーヒーの授業(UCCコーヒーアカデミー／監修)　恐
い間取り　4(松原タニシ／著)　いつの間にか仲良くなっている人たちの世界(野口敏／著)　フランス
人は靴下に穴が空いていても優雅に生きる(しばひろ／著)

●小説　トットあした(黒柳徹子／著)　こうふくろう(薬丸岳／著)　暦のしずく(沢木耕太郎／著)　サイ
レントシンガー (小川洋子／著)　ネバーランドの向こう側(佐原ひかり／著)　ウインクに警告(南原詠／
著)　帰れない探偵(柴崎友香／著)　関係のないこと(上田岳弘／著)　妻はりんごを食べない(瀧羽麻
子／著)　ジェイムズ(パーシヴァル・エヴェレット／著)　黒い空(アーナルデュル・インドリダソン／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

9月

○印の日は、
お休みです。

む
と
う
す
け
よ
り

　これから子どもたちに読み聞かせ活動を始めたい人や、基本を
学びたい人のための講座です。講座終了後、希望者には活動場所
の紹介をします。
日　時　９月19日㈮・26日㈮、10月10日㈮　午前10時～正午
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階会議室
対象者　読み聞かせ未経験または経験３年以内の人
講　師　太宰府おはなし会代表　八尋理恵さん
申込締切　９月15日㈪　　定　員　16人　　料　金　無料
申込方法　図書館カウンター、もしくは問い合わせ先に電話。

読書ボランティア講座参加者を募集します 市民図書館
（☎内線 672）

22広報だざいふ 2025.9 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年８月 貸出開始資料から

図書館からのお知らせ

●そ の 他 の 本　あらすじと写真でわかる！はじめての歌舞伎(利根川裕／著)　とことんペンギン
(BIRDER編集部／編)　89歳名医のいきいき生活術(石川恭三／著)　じゃんじゃん使えるレモンづく
し(農文協／編)　ロバのクサツネと歩く日本(高田晃太郎／著)　平安貴族の日記を読む事典(倉本一
宏／著)　わたしを幸せにする0円生活(田村ゆに／著)　やさしい鉛筆デッサン(梁取文吾／監修)

●小説・エッセイなどの文学　翠雨の人(伊与原新／著)　マスカレード・ライフ(東野圭吾／著)　粒と
棘(新野剛志／著)　ダークネス(桐野夏生／著)　ニュースが消える日(堂場瞬一／著)　バンクハザード
にようこそ(中山七里／著)　独り言の多い博物館(標野凪／著)　赤ずきん、イソップ童話で死体と出会
う。(青柳碧人／著)　13月のカレンダー(宇佐美まこと／著)　文学は何の役に立つのか?(平野啓一郎／
著)　トラジェクトリー(グレゴリー・ケズナジャット／著）

利根川裕／著
『あらすじと写真でわかる！

はじめての歌舞伎』
（世界文化社）

BIRDER編集部／編
『とことんペンギン』
（文一総合出版）

伊予原新／著
『翠雨の人』
（新潮社刊）

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

5
12
19
26

2
9
16
23
30
　

3
10
17
24
31

4
11
18
25

10月

○印の日は、
お休みです。

｢ハロウィンおはなし会」を開催します 申し込み不要

日　時　10月18日㈯　午後3時～午後4時
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）4階多目的ホール
料　金　無料
内　容　ちょっぴり不思議なお話や愉快な人形劇で、一足早いハロウィンを楽しみましょう。仮装での参加も

大歓迎です。プログラム：地域文庫による人形劇「金のおの、銀のおの」やパネルシアター、軍手人形。
図書館司書による大型絵本「いろいろバス」など。

読書推進講座「防犯講座～犯罪の被害にあわないために～」を開催します
日　時　11月19日㈬　午前１０時～正午　　対象者　大人　　料　金　無料　　定員　25名
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）3階視聴覚室　　講　師　防犯専門官　林 弘美 氏
申込方法　図書館カウンター、電話 ☎（921）2101　　申込期間　10月1日㈬～定員になり次第終了
内　容　詐欺や空き巣などの犯罪は身近なところで起きています。特に年末年始はお金に関する被害が増える

時期でもあります。被害にあわないための対策や実際に遭遇してしまったときの対処方法を一緒に考
えてみませんか？

｢秋の朗読会」を開催します 申し込み不要

日　時　10月19日㈰　午後2時30分～午後4時　　対象者　大人　　料　金　無料
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）3階視聴覚室
内　容　「朗読紫苑の会」秋の朗読会を開催します。幸田文／著「濃紺」『台所のおと』より）、森絵都／著「家

族旅行」（『できない相談』より）ほか、秋の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定で
す。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参加してください。

はやし ひろ　み

こう　だ あや もり え　 と

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
太
宰
府
天
満
宮
の
絵
馬
堂
に
「
仰
高
」

と
書
か
れ
た
大
き
な
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
仰
高
」
に
は
「
徳
の
高
い
人

を
敬
い
慕
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
宝
暦
14
（
１
７
６
４
）
年
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
19
年
後
の
天

明
３
（
１
７
８
３
）
年
４
月
４
日
、
天
満

宮
に
参
詣
し
、
こ
の
扁
額
に
目
を
留
め
た

一
人
の
女
性
が
い
ま
す
。

　
清
源
院
軌
子
（
１
７
２
５―

９
４
）
、

名
君
と
名
高
い
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
の
妹

で
す
。
21
歳
の
時
宇
土
藩
五
代
藩
主
細
川

興
里
に
嫁
ぐ
も
、
わ
ず
か
10
ヶ
月
で
夫
と

死
別
し
、
髪
を
下
ろ
し
て
清
源
院
と
称
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
和
歌
や
文
学
に
親
し

み
な
が
ら
、
江
戸
の
屋
敷
で
静
か
に
暮
ら

し
て
い
た
軌
子
で
し
た
が
、
天
明
２
（
１

７
８
２
）
年
８
月
、
肥
後
国
熊
本
へ
と
旅

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
元
で
あ

る
肥
後
を
訪
れ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
の
希

望
で
し
た
。
兄
の
参
勤
交
代
に
合
わ
せ
て

よ
う
や
く
熊
本
行
き
が
許
可
さ
れ
た
時
、

軌
子
は
57
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
彼
女
が
著
し
た
２
編
の
紀
行
文
『
海
辺

の
秋
色
』
と
『
青
葉
の
山
路
』
は
、
こ
の

旅
の
往
路
と
復
路
の
記
録
で
す
。
人
生
の

ほ
と
ん
ど
を
江
戸
で
過
ご
し
た
軌
子
に

と
っ
て
初
め
て
の
、
そ
し
て
最
後
の
遠
方

へ
の
旅
で
し
た
。
そ
の
貴
重
な
日
々
を
惜

し
む
よ
う
に
、
江
戸
へ
と
帰
る
復
路
で
は

驚
く
ほ
ど
精
力
的
に
動
き
回
り
、
道
中
の

名
所
旧
跡
を
数
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
山

道
を
歩
き
、
船
に
乗
り
、
京
の
名
所
を
巡

り
、
伊
勢
参
宮
を
果
た
し
、
往
路
の
東
海

道
と
は
道
を
変
え
、
中
山
道
を
通
っ
て
の

江
戸
入
り
。
忙
し
く
も
充
実
し
た
57
日
間

の
旅
で
し
た
。

 

宰
府
の
天
満
宮
を
訪
れ
た
の
は
復
路
４

日
目
の
こ
と
で
す
。
早
朝
に
松
崎
宿
（
現

在
の
小
郡
市
）
を
発
ち
、
徒
歩
で
山
道
を

行
き
、
午
後
に
は
天
満
宮
へ
到
着
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
仰
高
」
の
扁
額
を
見
て
、

こ
の
額
と
祭
神
菅
公
の
名
を
詠
み
込
ん
だ

和
歌
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

 

　
天
満
る
其
名
を
世
々
に
諸
人
の

　
仰
ぐ
も
高
き
神
の
み
や
し
ろ

　
筑
前
国
内
で
彼
女
が
わ
ざ
わ
ざ
立
ち

寄
っ
た
の
は
、
天
満
宮
だ
け
で
す
。
名
所

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
文
事

を
好
む
軌
子
に
と
っ
て
、
菅
公
を
祀
る
天

満
宮
へ
の
参
詣
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
の
思
い

出
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

近
世
紀
行
に
み
る
太
宰
府
　

　
　
　―

清
源
院
軌
子
の
旅―
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ぎ
ょ
う
こ
う

へ
ん
が
く

め
い

て
ん

ほ
そ
か
わ
し
げ
か
た

ほ
そ
か
わ

な
か
せ
ん
ど
う

そ
ら
み
つ

そ
の

よ
　よ

も
ろ
び
と

﹅

﹅

ま
つ
ざ
き
じ
ゅ
く

お
き
さ
と

か
い
へ
ん

し
ゅ
う
し
き

あ
お 

ば

や
ま 

じ

ほ
う
れ
き

お
ぎ 

の

ひ
ろ 

み

せ
い
げ
ん
い
ん 
の
り 

こ

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１
第46回太宰府市民文化祭を開催します
ステージでは楽器演奏やダンスなど幅広い年代の方が出演する発表会、館内では書や絵画など素敵な作品が
並びます。ぜひお越しください。詳細はホームページをご覧ください。

35014ページID

２日㈰
午前10時30分～午後4時／出演団体35組

３日(月・祝)
正午～午後３時30分／出演団体21組

ステージの部 ※終了時間は予定です。

昨年のステージの部の様子

昨年の展示の部の様子

その他 ４F多目的ホールにて
各種体験会（予定）

出展15団体
＜体験会＞
ミニ盆栽（有料・数量限定）
万葉かるた

展示の部

日　時　１１月2日㈰・3日（月・祝）　午前10時～午後4時 (予定)
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

23 広報だざいふ 2025.10 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年９月 貸出開始資料から

●その他の本　オフを整える(船ケ山哲／著)　森のはずれの美術館の話(梨木香歩／文)　決定版アイ
ラップBESTレシピ(mako／著)　むくみ解消BOOK(伊藤剛／監修)　旅の記億(有元葉子／著)　メイ
先輩（MARCO／著）　事故物件の、オバケ調査員(児玉和俊／原作)　中村哲とペシャワール会の人び
と(加藤勝美／著)

●小説・エッセイなどの文学　失われた貌（櫻田智也／著）　さらば！店長がバカすぎて(早見和真／
著)　佐伯警部の推理(佐々木譲／著)　まろ丸伊勢参り(畠中恵／著)　追憶の鑑定人(岩井圭也／著)　
天馬の子(高瀬乃一／著)　イン・ザ・メガチャーチ(朝井リョウ／著)　言葉のトランジット(グレゴリー・
ケズナジャット／著)　怖い話名著88(朝宮運河／著)

船ケ山哲／著
『オフを整える』
（すばる舎）

梨木香歩／文
『森のはずれの美術館の話』

（ブルーシープ）

櫻田智也／著
『失われた貌』
（新潮社刊）

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

2
9
16

　

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

11月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
明
治
に
入
り
、
町
や
村
の
消
防
の
担
い

手
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
仕
組
み
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
も
、
主
に
「
消
防
組
」
と
し

て
組
織
化
さ
れ
、
各
地
域
の
青
年
団
を
構

成
員
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
水
城
村
で
は
大
正
10
年
頃
に
は
「
消

防
団
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
大
字
単

位
に
置
か
れ
て
い
た
消
防
組
が
新
た
に
分

団
と
し
て
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
太
宰
府
町

で
は
、
昭
和
14(

1
9
3
9)

年
の
警
防
団

令(

勅
令
第
20
号)

に
よ
り
消
防
組
織
が

「
警
防
団
」
と
改
め
ら
れ
て
機
能
が
拡
大

さ
れ
、
本
部
が
役
場
内
に
設
置
さ
れ
ま

す
。
水
城
村
・
太
宰
府
町
と
も
団
員
に
は

は
ん
て
ん

半
纏
や
は
っ 

ぴ
法
被
が
支
給
さ
れ
、
各
団
の
代
表

で
あ
る
組
頭
は
、
地
域
の
年
配
者
が
務
め

ま
し
た(

『
太
宰
府
市
史
民
族
資
料
編
』

『
同
通
史
編
Ⅲ
』)

。

　
と
こ
ろ
で
、
火
災
の
現
場
に
お
い
て
重

要
な
消
火
活
動
の
一
つ
と
な
る
の
が
放
水

で
す
。
古
く
は
「
り
ゅ
う  

ど 

す
い

龍
吐
水
」
や
「
雲
竜

水
」
と
呼
ば
れ
る
放
水
用
の
器
具
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
手
動
で
は
あ
れ

「
わ
ん
よ
う

腕
用
ポ
ン
プ
」
の
普
及
・
発
達
に
よ
り

放
水
作
業
に
格
段
の
進
歩
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
蒸
気
ポ
ン
プ
・
ガ
ソ
リ
ン
ポ

ン
プ
と
い
っ
た
自
動
式
の
器
具
が
登
場

し
、
国
産
化
も
実
現
し
て
大
都
市
を
中
心

に
全
国
へ
広
が
っ
て
い
き
ま
す(

『
消
防

団
百
二
十
年
史
』)

。

　
大
正
14(

1
9
2
5)

年
、
太
宰
府
町
で

は
そ
れ
ま
で
旧
式
腕
用
ポ
ン
プ
に
頼
っ
て

い
た
消
防
を
見
直
し
、
「
最
新
式
ガ
ソ
リ

ン
ポ
ン
プ
を
備
え
も
っ
て
恐
る
べ
き
災
禍

を
未
然
に
防
ぎ
、
か
つ
有
事
に
備
え
一
般

町
民
の
安
定
を
計
ら
ん
」
と
し
て
翌
年
度

の
予
算
に
そ
の
購
入
費
を
盛
り
込
み
ま
す

(

大
正
14
年
第
10
回
太
宰
府
町
会
会
議

録)

。
そ
の
額
５
千
円
、
現
在
の
お
金
に

換
算
す
る
と
3
5
0
万
円
程
度
で
す
が
、

当
時
と
し
て
は
大
変
大
き
な
出
費
で
、
し

か
も
そ
の
８
割
は
町
の
有
志
者
か
ら
の
寄

付
金
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
導
入
後
は

も
ち
ろ
ん
高
額
な
燃
料
費
も
掛
か
る
の

で
、
町
と
し
て
は
一
大
決
断
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
手
動
ポ
ン
プ
に
比
べ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ

ン
プ
は
重
量
が
あ
り
取
り
回
し
が
難
し
く

始
動
に
も
時
間
を
要
し
た
よ
う
で
、
も
し

か
し
た
ら
機
動
性
に
欠
け
る
点
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
時
ど
れ
く
ら
い

の
活
躍
を
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
見
せ
た
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
燃
料
の
入
手
も
非

常
に
困
難
と
な
っ
て
く
る
昭
和
19

(

1
9
4
4)

年
、
太
宰
府
町
で
は
故
障
続

き
だ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の
修
理
を
決

意
し
、
当
初
の
想
定
を
は
る
か
に
上
回
る

修
繕
費
3
6
4
0
円
を
追
加
更
正
予
算
と

し
て
上
げ
て
い
ま
す(

昭
和
19
年
第
３
回

町
会
会
議
録)

。
「
時
局
急
迫
し
空
襲
必

至
の
今
日
、
警
防
の
任
い
よ
い
よ
重
大
を

加
え
た
る
折
柄
」(

第
４
回
町
会
会
議

録)

、
町
と
し
て
は
苦
渋
の
決
定
だ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

太
宰
府
町
、

　消
防
ポ
ン
プ
を
買
う
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う
ん
り
ゅ
う

す
い

ふ
じ 

た

ま
さ 

こ

23
30

●「だざいふのとしょかん　令和 6年度の報告」を発行しました。市民図書館ホームページに掲載しています。

く
み
が
し
ら
・
く
み
と
う

し も か わ

下河 
  な　の  

菜乃ちゃん

久木田 
りん せい

凛青ちゃん

まえ　だ  

前田 
 し   づき

雫月ちゃん

ゆずりは

杠 
こう　き 

昂樹ちゃん

 た　なか

田中 
ゆう　な 

結菜ちゃん

やなぎ

桺 
ここ　は 

心葉ちゃん

 こ  じ ま

小島 
かず  は  

和葉ちゃん

  ひ   だか

日髙 
 とも   き

智葵ちゃん

みず  うら

水浦 
  る 　か  

瑠香ちゃん

いし  ばし

石橋 心乃葉ちゃん

よし　だ 

吉田 
ひ な た

陽向ちゃん

 たか はし

髙橋 
とう　ま 

十磨ちゃん

くわ  はら

桑原 吏久斗ちゃん

宇都宮 
こう　き  

孝希ちゃん

 お　 だ  

織田 莉乃葉ちゃん

25日 19日 1日 19日

29日

く　 き　 た

こ　 の　 は

り　 く　 とまつ  うら

松浦 
 あ    こ  

碧心ちゃん

27日 28日

12日 17日 7日 5日

10日 3日

7日

18日5日

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和7年1月の人は、11月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

令和6年
11月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

 

●日　時　11月17日㈪　午前10時～午前11時30分 
●場　所　通古賀近隣公園
●対象者　０～６歳（就学前）の子どもと保護者 
●内　容　気候の良い時期に、戸外で体を動かして遊びましょう。
●定　員　30組　　
●持ってくるもの　お茶・タオルなど
●申込方法　電話・メール・窓口　
●申込期限　11月14日㈮

2671ページID 無料

子育て支援課　子育て応援係　☎（919）6001　　kosodate@city.dazaifu.lg.jp申し込み・問い合わせ

「戸外であそぼう会」

うつ　の　みや

り　 の　  は

23 広報だざいふ 2025.11 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年10月 貸出開始資料から
太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

「MZ世代」って何？
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　最近、韓国では「MZ世代」という言葉をよく耳にします。そもそもこの「MZ
世代」とは、どの世代を指すのでしょうか？実は韓国では、世代ごとに特定の
呼称を使うことが一般的で、それぞれの世代の特徴を表す名前が広く浸透して
います。

　1950年から1964年までは「ベビーブーム世代」と呼ばれ、韓国戦争後の急
速な経済成長を支えた勤勉で安定志向の強い世代とされています。1965年か
ら1979年までは「X世代」で、社会の激しい変化を経験しつつも、現実的で慎
重な考え方を持つことが多い世代です。1980年から1994年までは「M世代」
とされ、インターネットやスマートフォンの普及と共に育ち、多様性や自己表現
を重視する傾向が強い世代です。1995年から2009年までは「Z世代」と呼ば
れ、生まれた時からデジタル環境に親しみ、環境問題や社会正義にも敏感で
す。そして2010年以降に生まれた「アルファ世代」は、AIやIoTなどの最先端技
術に囲まれて育つ初めての世代です。

　この中で「MZ世代」という言葉は、「M世代」と「Z世代」を合わせた言葉
で、韓国の若者文化や消費傾向を語る上でよく使われます。メディアや企業は
彼らの価値観や行動パターンに注目し、新しい市場や社会の動きを読み解こう
としています。こうした世代別の呼称は、単なる年齢区分を超えて、それぞれの
世代の背景や特徴を理解するための重要な視点となっています。

花材：菊、カークリコ、雪柳
リンドウ

(水城区）池坊
むかい
向井　

ひさこ
久子

●その他の本　かぎ針で編むクリスマスのオーナメント(アップルミンツ)　お悩み相談そんなことも
アラーナ(ヨシタケシンスケ／著)　人生100年時代の冷えとり大全120(川嶋朗／著)　「話が面白い人」
は何をどう読んでいるのか(三宅香帆／著)　子どものかわいさぜんぶ撮る！(青山裕企／著）　すきま
ガーデニング(主婦の友社／編)　英国タイム(エリオットゆかり／著)

●小説・エッセイなどの文学　宙色のハレルヤ(窪美澄／著)　神さまショッピング(角田光代／著)　波
乱万丈な頼子(真梨幸子／著）　水は動かず芹の中(中島京子／著)　登山大名 上・下(諸田玲子／著)　
命の横どり(久坂部羊／著)　天上の火焰(遠田潤子/著)　踊り場に立ち尽くす君と日比谷で陽に焼かれ
る君(金原ひとみ／著)　キャベツ炒めに捧ぐリターンズ(井上荒野／著)　真珠配列(岩井圭也／著)　み
ちゆくひと(彩瀬まる／著)　ペンギンにさよならをいう方法(ヘイゼル・プライア／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30
　

3
10
17
24
31

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

12月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
前
回(

８
月
号)

述
べ
た
よ
う
に
、
文
献

史
料
が
な
い
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
、
そ

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
に
考
察
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
お
も
に
２
０
０
０
年
代

以
降
、
史
跡
整
備
の
た
め
の
確
認
調
査
、

ま
た
豪
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
工
事
に
伴
う

調
査
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
古
代
山
城
の
あ
り
よ
う
が
だ
ん
だ
ん
と

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
整
備
に
か
か
る
確
認
調
査
で
は
山
城
の

範
囲
を
確
定
さ
せ
る
た
め
、
周
囲
の
外
郭

線
調
査
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

城
内
の
調
査
が
十
分
で
は
な
い
山
城
も
多

く
あ
り
ま
す
。
外
郭
線
の
調
査
で
は
周
辺

の
樹
木
伐
採
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
日
数
と

人
手
が
必
要
で
す
。
ま
た
城
内
の
広
さ
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
大
き

く
は
な
い
山
城
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
踏

査
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
の
で
す
。

　
一
方
、
災
害
復
旧
工
事
は
基
本
的
に
被

災
場
所
が
そ
の
対
象
で
す
。
石
塁
の
崩

壊
、
土
塁
の
崩
落
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
復
旧
工

事
に
伴
う
調
査
は
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
、

広
い
範
囲
に
及
び
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は

北
部
九
州
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
こ
う 

ご 

い
し

神
籠
石
系

山
城
の
多
く
を
巡
っ
て
み
ま
し
た
が
、
近

年
相
次
い
で
い
る
集
中
豪
雨
の
影
響
で

し
ょ
う
か
、
一
部
の
入
口
が
閉
鎖
さ
れ
て

い
た
り
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
場
所
で
も
折
れ
た
木
の
枝
が
散
乱
し

て
い
た
り
す
る
よ
う
な
山
城
、
あ
る
い
は

重
機
が
投
入
さ
れ
て
実
際
に
復
旧
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
山
城
も
あ
り
ま
し
た
。

　
先
に
古
代
山
城
に
お
け
る
城
内
の
調
査

が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
差
し
引
い
て

も
、
特
に
い
わ
ゆ
る
神
籠
石
系
山
城
で
は

城
内
で
建
物
跡
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
山
城

が
実
際
に
供
用
さ
れ
る
と
き
に
な
っ
て
か

ら
大
急
ぎ
で
管
理
棟
や
倉
庫
な
ど
を
建
て

る
か
ら
だ
と
い
う
解
釈
が
あ
り
ま
す
。
成

り
立
ち
う
る
解
釈
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
だ
と
す
れ
ば
築
城
時
に
す
で
に
倉
庫
等

の
建
物
、
そ
れ
も
数
多
く
の
建
物
が
あ
る

大
野
城
、 

き 

い 

基
肄
城
、
き
く 

ち 

鞠
智
城
と
は
全
く
様

相
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

違
い
は
築
城
目
的
や
そ
の
機
能
の
相
違
に

関
係
す
る
で
し
ょ
う
。
大
野
城
跡
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
か
ら
福
岡
県
に
よ
る
保
存

活
用
計
画
の
策
定
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
基
づ
く
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　

し
げ
ま
つ

重
松
　
と
し
ひ
こ

敏
彦

古
代
山
城
と
大
宰
府(

５
・
完
）

〜
発
掘
調
査
か
ら
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　古
代
山
城
〜
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　毎年恒例のおはなし会のクリスマスを開催します。みんなでお
話を聞いたり、クリスマスの歌を歌ったりして、一緒に楽しいひと
ときを過ごしましょう。
□✓ 日時　12月20日㈯　午後2時～午後2時45分
□✓ 場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　4階多目的ホール
□✓ 対象者　幼児以上　□✓ 料金　無料

「おはなし会のクリスマス」開催
問い合わせ　 市民図書館　（☎内線672）

ほ
ど
ほ
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
つ
け
む
ポ
ケ
ッ
ト
に

希
望
を
入
れ
よ
と
耳
に
の
こ
る
を

　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
　
八
重
子

雨
あ
が
り
黄
緑
の
田
の
す
が
す
が
し

溶
け
込
む
や
う
に
宇
佐
路
を
下
る

　
　
　
　
　
　
五
条
／
山
田
　
乃
ぞ
み

雨
あ
が
り
一
斤
染
の
夕
焼
け
は

何
が
お
こ
る
か
異
次
元
世
界

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
渡
辺
　
保
子

駆
け
よ
り
て｢

元
気
な
の
ね｣

と
あ
と
は
続
か
ず

六
十
年
振
り
に
出
逢
い
し
友
と

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
亀
渕
　
咲
子

豊
穣
の
里
の
点
景
柿
紅
葉

　
　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

Ｇ
パ
ン
に
き
ゆ
き
ゆ
つ
と
林
檎
磨
か
れ
て

　
　
　
　
　
朝
倉
郡
／
高
尾
　
ゆ
う
こ

初
鴨
の
浮
か
ぶ
湖
面
や
遠
め
が
ね

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

議
員
ら
の
胸
に
揃
ひ
の
赤
い
羽
根

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

稜
線
の
月
影
淡
し
朝
寒
し

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

朝
寒
や
諸
手
に
掬
ふ
水
硬
し

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

膝
屈
め
付
け
て
も
ら
ひ
し
赤
い
羽
根

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

赤
い
羽
根
し
か確
と
付
け
し
が
は
や
失
せ
し

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
古
賀
　
紀
子

暮
の
秋
押
さ
る
る
背
ナ
の
風
白
し

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

海
峡
の
街
や
灯
と
も
る
秋
時
雨

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

芒
原
風
を
掴
み
て
離
さ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

父
母
の
こ
ゑ
は
っ
き
り
と
彼
岸
花

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

返
納
す
終
の
ド
ラ
イ
ブ
秋
び
よ
り

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
高
田
　
幸
子

結
文
は
あ
ら
あ
ら
か
し
こ
十
三
夜

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
　
英
里
子

秋
深
し
戦
死
の
叔
父
と
お
な
じ
耳

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
　
た
か
子

半
世
紀
喜
怒
哀
楽
を
た
だ
綴
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
河
原
　
明
子

い
つ
だ
っ
て
本
気
で
叱
る
親
心

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
　
真
知
子

飲
ん
だ
と
は
昔
は
お
酒
今
薬

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
山
本
　
征
児

Ａ
Ｉ
が
コ
ピ
ペ
で
答
出
し
て
来
る

　
　
　
　
　
水
城
ヶ
丘
／
植
村
　
克
志

路
線
価
は
税
を
巻
き
込
み
ア
ッ
プ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
大
塚
　
茂

駅
三
つ
過
ぐ
間
に
止
み
し
秋
時
雨

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

秋
時
雨
広
ご
り
つ
つ
む
大
観
望

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

暮
の
秋
肩
の
力
を
抜
く
体
操

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

初
鴨
に
急
に
去
な
さ
れ
あ
つ
け
ら
か
ん

　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
　
和
加
子

柿
紅
葉
色
を
重
ね
て
描
き
に
け
り

　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
　
の
り
子

花
嫁
は
父
と
腕
を
組
み
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド

迎
え
る
婿
へ
と
厳
か
に
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
玉
木
　
朝
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ
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